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　戦後アメリカから侵入した外来種の 蛾 です。そ
が

の幼虫が時に大量発生し、一晩で木を丸裸にして
しまうほど食欲旺盛で、社会問題となっています。
　通常は６月上旬～７月中旬と８月上旬～10月上
旬の年２回発生します。卵からかえった幼虫は糸
を吐いて巣網をつくり、集団となって固まってい
ます。巣の中の幼虫は葉の葉脈だけ残して食べて
しまうため、網のような葉だけが残ります。10日
間ほど過ごすと巣から離れ分散してしまいます。
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　幼虫が卵からかえって樹木全体に広がる前の巣
網を作って集団生活をしているときに枝葉を切り
取り、踏み潰すか燃やすごみとして処分する方法
が有効です。
　もし発見が遅れ幼虫が分散してしまったら、農
薬登録のある適合薬剤などでの防除方法もありま
す。ただし薬剤が周辺に影響を及ぼすこともあり
ますので、使用前は必ず近所に知らせて、薬事ラ
ベルに記載されている注意事項を守り、人や家畜、
作物などに掛からないように気をつけて使用して
ください。
������８月～９月

�������農林振興課　�46-5564
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������２人
�������委員会に出席し、町環境基本計画の
　　　　　　　策定に関する事項について、意見を
　　　　　　　述べていただきます。
����平成23年９月から１年間
�����

　� 町内に住所を有し７月１日現在で満20 歳以上
　　の人（男女は問いません）
　�平日に開催される委員会（年間３回程度）に出
　　席できる人
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　応募申込書に必要事項を記入の上、役場町民福祉
　課に提出してください。（郵便、ＦＡＸ可）
　　※応募申込書用紙は、町ホームページからダウ
　　　ンロードしていただくか、町民福祉課窓口に
　　　備えています。
������８月１日（月）～22 日（月）
　　　　　　　（土日は除く）
�����役場町民福祉課
　〒029-4192 平泉町平泉字志羅山45－2
　ＦＡＸ　46-3080
����書類選考の上、決定します。選考結果は各
　　　　応募者にお知らせします。
����町の規定による報酬を支給します。
�������町民福祉課　�46-5562
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�������町選挙管理員会　�46-2111
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　グループホームけーせんの利用者が作成し
た七夕飾り３本が今年も役場玄関ホールをき
れいに彩っています。
　同ホームの利用者が７区の交流活動の一環
で作成しているもので今年で５年目になりま
す。作製に１カ月半を要した今年の七夕飾り
は、いつもとは違う色合いとハスの花をイメ
ージした飾りできれいに仕上がったとのこ
と。作製したけーせんの皆さんも出来映えに
満足している様子でした。七夕飾りは８月中
旬まで展示される予定です。
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　新しい平泉中学校校舎の交流ホールのデ
ザインを考えるワークショップが７月７
日、同校で開催されました。
　４回目となった今回は、前回の宿題だっ
た交流ホールで使用する「台」について、
12班に分かれたグループごとのアイディア
を発表しました。家具デザイナーの南雲勝
志さんは「想像以上のアイディアにびっく
り。これが現実になるように頑張っていこ
う」と生徒たちから出されたアイディアに
感心していました。
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　ひらいずみ地球温暖化対策協議会主催の環境学
習会が７月19日、役場会議室で開催されました。
　講師を務めた岩手県地球温暖化防止活動推進の
佐々木勝裕さんは、普段の生活の中で当たり前の
ことを普通にやることで節電、節約につながると
分かりやすく説明していました。

　平泉ナンバーを実現させる会（会長・宇部貞宏一
関商工会議所会頭）は７月１日、平泉の文化遺産
を核とした地域づくりを強力に進めるため、ご当
地ナンバー「平泉」の早期実現を求め、国土交通
省で大畠章宏国交相と三井辨雄副大臣に要望書を
提出しました。


